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第２章 ロイヤル・フライング・ドクター・サービス 

  

 第１節 ロイヤル・フライング・ドクター・サービスとは 

    

   豪州のロイヤル・フライング・ドクター・サービス（Royal Flying Doctor 

Service:RFDS）とは、広大な豪州の国土において、地方都市や大陸内陸部、島嶼地域

など医療施設の充実していないへき地で航空機を活用した緊急医療サービス、巡回診

療による住民への健康管理サービスなどを無料で行う非営利法人である。 

   1900年代初頭に、宣教師であるジョン・フリンが、当時の豪州大陸内陸部のへき地

における医療制度を改善するために創設し、現在でもその崇高な活動に対して豪州国

民から高い支持を受けている。 

   このことは、名称に「ロイヤル」を冠していることや、現在の20豪ドル紙幣にこの

活動をモチーフにしたイラストが描かれていることからもうかがい知ることができる。 

 

 

 第２節 RFDSの歴史 

 

   1900年代初頭の豪州大陸内陸部は、満足な医療制度が整っておらず、急病や事故な

どの緊急時には悲劇が繰り返されるなど全国的な問題となっていた。 

   1903年に飛行機が発明されると、これに着目し飛行機を使用した緊急時搬送につい

て検討されるようになった。 

   しかし、資金面など課題がありこれらを解決するまでには25年を要した。 

   1927年、ペダル発電機付モールス無線通信機が開発され、へき地との通信問題が解

決された。 

   1928年5月、クイーンズランド州クロンカリーで1年間の試験運用として航空機を

使用した最初の医療サービスを実施した。 

   使用した航空機（デハビランド50型）は、現在のカンタス航空の前身となるクイー

ンズランド州の一地方の小さな航空会社、The Queensland and Northern Territory 

Aerial Service(Q.A.N.T.A.S)からパイロットとともにリースした。 

      この試験運用期間に、50回の飛行、飛行距離28,980Kmに及ぶフライトが行われ225

人の患者に対し治療行為が行われた。 

この結果、この制度の有用性が証明され、継続されることとなった。 

1935年から1939年にかけ、西オーストラリア州ウインダム、ポートヘッドランド、

カルグーリ、ＮＳＷ州ブロークンヒル、北部準州アリススプリングスなど大陸内部の

へき地に次々と基地が設置された。 
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この頃から、ペダル発電機付モールス無線通信機に代わり、自動車用のバッテリー

を使用した無線機が設置され始めた。 

1942年、「フライング・ドクター・サービス」と名称が改称され、1955年には、英

国女王から「ロイヤル」の接頭語の使用が与えられ、現在の名称となった。 

また、同年、メディカル・チェストと呼ばれる薬箱をへき地の街に配置し、リモー

トコントロール医療が実施した。 

1945年、ＮＳＷ州において最初の看護師が勤務した。当初は、飛行機に同乗すると

いう形態ではなく、地上での勤務であった。 

1951年、西オーストラリア州ブルームにおいて身体図表が使用された。 

同年、RFDS連絡用の無線機を使用した「無線通信学校」が北部準州のアリススプリ

ングスで始まり、周辺のへき地に居住する子供に教育を行った。 

1960 年代に、看護師が飛行機に同乗するようになり、現在の形態の RFDS が始まっ

た。 

   以後、RFDSは年々拡充され、2002年6月30日現在では、基地数22箇所、所有航空

機40機、職員数511人という規模となった。 

 

ケアンズビジターセンターに展示されている過去に使用されていた無線機 

写真下部がペダル発電機付モールス無線通信機 
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第３節  方面委員会 

 

  RFDS は、クイーンズランド州(QLD)を管轄するクイーンズランド方面、ニュー・サ

ウス・ウエールズ州(NSW)・ビクトリア州(VIC)・タスマニア州(TAS)を管轄する南東方

面、南オーストラリア州(SA)・北部準州(NT)を管轄する中央方面、西オーストラリア

州を管轄する西部方面の４つの方面に区分され、それぞれ委員会を設け運営されてい

る。 

  また、これらの方面委員会を統轄するRFDSの中央組織として、全国委員会を設けて

いる。この全国委員会は、補助金やその他諸問題について連邦政府と調整する役割を

担っている。 

 

 

第４節 基地とサービス内容 

 

 １ RFDSの基地 

   RFDSは、前節で述べたように4方面委員会に分かれ運営されている。活動拠点と

なる全国委員会の事務所をシドニーに設け、その他の基地を次のとおり22箇所に設け

ている。 

   

豪州国内のRFDS基地 

 

 

 

 

 

 

No 基地名 No 基地名 

1 Derby (WA) 13 Charleville (QLD)

2 Port Headland (WA) 14 Bundaberg (QLD) 

3 Meekatharra (WA) 15 Broken Hill (NSW)

4 Perth (WA) 16 Port Augusta (SA)

5 Kalgoorlie (WA) 17 Adelaide (SA) 

6 Yulara (NT) 18 Essendon (VIC) 

7 Alice Springs (NT) 19 Launceston (TAS) 

8 Mt Isa (QLD) 20 Bankstown (NSW) 

9 Cairns (QLD) 21 Dubbo (NSW) 

10 Townsville (QLD) 22 Melbourne (VIC) 

11 Rockhampton(QLD) 23 Sydney (NSW) 

12 Brisbane (QLD)   

①
②

③

④
⑤

⑥
⑦

⑧

⑨
⑩

⑫
⑭

⑬

⑪

⑮⑯
⑰

⑱

⑲

⑳
21

22

23
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 ２ RFDSが提供するサービス 

  RFDSが提供するサービスは次のとおりである。 

 

（1）24時間緊急救援サービス 

生命に危険を及ぼすような病気や怪我などの際に、患者に対する緊急救援活動

を24時間体制で実施しており、現在、豪州全土において、救援依頼者の通報から

1時間以内に医療サービスが受けられるよう態勢を整備している。 

夜間の緊急搬送を行うRFDS 

 

  （2）へき地住民に対する健康管理サービス 

     RFDSに所属する医師、飛行看護師、その他医療専門家が、へき地住民に対する

定期健康診断やアドバイス、予防接種、小児医療､歯科、眼科、耳鼻咽喉科などに

係る健康管理サービスを現地で行う。 

    

  （3）無線通信や電話による健康相談サービス 

     へき地に居住する住民に対して、医師が無線機や電話により健康相談サービス

を行う。 

 

  （4）通信手段の確保 

     へき地における通信手段の設置業務。ただし、この業務は、へき地への電話の

普及により減少している。 

 

  （5）メディカル・チェスト（Medical Chests）の設置 

          メディカル・チェストと呼ばれる、97種類の医薬品、医療用品を収納した薬箱

を、豪州全土のへき地のコミュニティ施設やパブ、鉱山などおよそ3,500箇所に

設置している。 
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     この箱には、人体の胴体部分に番号を付した身体図表を収納されている。へき

地住民からの医療相談に対して、RFDS 基地に勤務している医師や看護師などが、

この身体図表で患部の位置を確認しながら医薬品の使用を指示する。 

医薬品については、別に収納している収納品リストに記載してあるアイテム番

号を医師等が指示することで、相談者は適切な医薬品を使用できる。 

 

全豪3,500カ所あまりに設置されているメディカル・チェスト 

 

 

 

 メディカル・チェストに収納されている身体図表 
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 メディカル・チェストに収納されている収納品リスト（一部） 

 

  （6）病院間搬送サービス 

     地方都市やへき地の病院と大都市の大病院間で、患者の搬送サービスを行う。 

 

  （7）へき地に居住する女性のための巡回健康管理プログラム 

     各州政府とRFDSが協力し実施しているプログラムで、へき地へ女性医師を派遣

することで、婦人科疾病の早期発見､早期治療を実施している。 
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第５節 活動実績 

 

   RFDSの活動の実績（2001/2002年度）は次のとおりである。 

 

  RFDS活動実績（2001/2002年度） 

 １日平均 年間 

患者看護件数（件） 540 196,996 

航空患者搬送数（人） ※1 71 25,977 

健康管理（件） 24 8,861 

飛行距離（km） 45,486 16,602,491 

飛行回数（回） 135 49,210 

通信による健康相談業務（件） 156 57,085 

航空機数（機） 40 

職員数（人） ※2 511 

※ 1 病院間搬送を含む 

※ 2 臨時職員98人を含む 

 

   活動実績は上記のようになるが、各方面別の内容は次のとおりである。 

 

１ 航空関係 

  各方面別飛行実績（2001/2002年度） 

 航空機数 

（機） 

飛行回数 

（回） 

飛行距離 

（Km） 

飛行時間 

（時間） 

クイーンズランド方面 10 12,507 4,366,324 13,339 

南東方面 10 13,630 3,240,538 10,047 

中央方面 9 11,185 3,423,327 10,026 

西部方面 11 11,888 5,572,302 16,281 

合 計 40 49,210 16,602,491 49,693 

（参考 前年度） 42 40,237 15,987,228 47,459 

   前年度と比較すると航空機は2機減少しているが、飛行回数で8,973回（22.3％）、

飛行距離で615,263Km（3.8％）、飛行時間で2,234時間（4.7％）の伸びがある。 
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２ 通信による健康相談 

各方面別通信による健康相談実績（2001/2002年度） 

     〔単位：件〕 

 無 線 電 話 テレビ電話他 合 計 

クイーンズランド方面 18 16,661 0 16,679 

南東方面 0 5,604 0 5,604 

中央方面 0 18,313 0 18,313 

西部方面 37 16,452 0 16,489 

合 計 55 57,030 0 57,085 

（参考 前年度） 122 54,187 0  54,309 

   前年度と比較すると合計の件数で2,776件（0.05％）の増であるが、無線による健

康相談は67件（－54.9％）と減少している。 

 

３ 患者看護件数 

各方面別看護実績（2001/2002年度） 

         〔単位：件〕 

 内科診察

件数 

他科診察

件数 

治療件

数 

RFDS施設

での診察

件数 

非RFDS施

設での診

察件数 

入院患

者数 

女性の

ための

巡回プ

ログラ

ム 

合計 

クイーンズ

ランド方面 

16,834 5,727 64 0 0 0 2,427 25,052

南東方面 9,726 6,408 401 11,654 0 0 1,744 20,975

中央方面 10,025 0 3,627 0 0 0 1,764 20,975

西部方面 4,721 1,233 6,927 11,684 1,774 3,305 3,053 32,697

合 計 41,306 18,927 7,328 27,029 1,774 3,305 8,988 108,657

（参考前年度） 43,850 18,956 6,677 26,546 1,838 4,057 4,374 106,298

     前年度と比較すると総件数で2,359件（2.2％）の増である。 



 - 18 - 

４ 航空搬送患者数 

 

各方面別搬送患者実績（2001/2002年度） 

       〔単位：人〕 

 基本的搬送

患者 

病院間搬送

数 

診療所から

の搬送 

その他の搬

送 

合計 

クイーンズ

ランド方面 

1,070 5,105 115 571 6,861

南東方面 258 7,234 29 29 7,550

中央方面 1,628 3,698 0 653 5,979

西部方面 890 4,299 355 43 5,587

合 計 3,846 20,336 499 1,296 25,977

（参考前年度） 4,097 19,240 590 0 23,927

   前年度と比較すると総人数で2,050人（8.6％）の増である。 
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第６節 組織 

 

  RFDSは、方面ごとに委員会を設け活動している。例えば、クイーンズランド方面の組

織構成は、次のとおりである。 

   

  クイーンズランド方面組織図 

 

  

 

 1 RFDSの担い手 

  RFDSの組織中、直接患者に接するなど担い手になっているのは、医療部門に勤務する

医師、飛行看護師、パイロットである。 

  クイーンズランド方面に所属する職員は、次のとおりである。 

 （1）医師（心理療法士を含む）…… 常勤職員22人、 非常勤職員20人 

   ア 資格及び経験 

     医師資格に加え、救急医療、産科及び一般診療の経験を求めており、特に遠隔

地診療の経験、人工心肺など生命維持装置の取り扱いに関する知識・経験､新生児

の蘇生法に関する知識・経験が必要である。 

     また、心理療法士は、心理学の学位取得者で、クイーンズランド州で心理療法

士として登録している者としており、最低２年以上の実務経験が必要である。 

      

飛行看護師
マネージャー

航空
マネージャー

広報
マネージャー

最高執行責任者

委員長

常勤職員　２７人
非常勤職員　８人

常勤職員　２２人
非常勤職員　２０人

常勤職員　２８人
非常勤職員　７人

常勤職員　２８人
非常勤職員　３人

常勤職員　３人

財務・総務
マネージャー

医療最高責任者



 - 20 - 

 （2）飛行看護師 …… 常勤職員28人、非常勤職員7人 

 

           機内で看護をする航空看護師 

 

ア 業務内容 

     緊急救援時の対応や、第３次医療施設への病院間搬送の対応、へき地との医療

相談における助言、へき地住民に対する健康管理サービスなどを行っている。 

    

イ 資格及び経験 

  看護師資格とともに助産婦資格が必要である。 

また、救命救急治療の経験や集中治療室での看護経験が必要である。 

 

 （3）パイロット …… 常勤職員27人、非常勤職員2人 

     ＮＳＷ州での航空救急機の運行は、パイロットを外部委託として委託先からの

派遣という形式で対応しているが、RFDSでは基本的に常勤職員として採用し、運

行にあたっている。 

   ア 資格 

     パイロットとしての資格は次のとおりである。 

    （ア）豪州の民間操縦士ライセンス所持 

    （イ）多発エンジン機の操縦資格の所持とともに、多発エンジン機の機長経験が

1,000時間以上 

    （ウ）機長経験2,000時間以上 

    （エ）夜間飛行時の機長経験200時間以上 

    （オ）ターボプロップ機の操縦経験 
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   イ 経験 

     パイロット資格については上記を基準としているが、採用時における望ましい

経験は次のとおりである。 

    （ア）豪州の定期運送用操縦士ライセンス所持者 

    （イ）機長経験5,000時間以上 

    （ウ）多発エンジン機の機長経験3,000時間以上 

    （エ）ターボプロップかターボジェット機の機長経験2,000時間以上 

    （オ）夜間飛行時の機長経験500時間以上 

    （カ）多発エンジン機の指導教官資格または、同等の軍事資格 

    （キ）民間飛行規則217条に定める定期運送用操縦士に係る試験官経験者 
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第７節 活動に係る資金 

   RFDSの活動に係る資金については、各方面委員会ごとに独立し、各方面委員会が予

算・決算を担当する。 

   例えば、南東方面委員会の歳入は、次のとおりである。 

 

１ 歳入内訳 

  歳入に係る内訳は、連邦政府からの業務受託料金 11,388,905 豪ドル（48.5％）、

寄付金 4,697,162 豪ドル（20.0％）、連邦政府補助金 2,584,254 豪ドル（11.0％）、

州政府補助金2,417,553豪ドル（10.3％）、RFDS収益金2,194,866豪ドル（9.3％）、

首都特別地域補助金216,696豪ドル（0.9％）となっており、合計23,499,436豪ド

ルである。 

    なお、連邦政府からの委託金は、RFDS業務全般に対して交付される。 

    連邦政府補助金及び州政府補助金は、緊急救援業務、へき地住民に対する健康管

理業務、へき地女性巡回健康管理業務に対して交付される。 

 

 

南東方面委員会における歳入（2001/2002年度） 

 

連邦政府
からの

業務受託
料金
48.5%

州政府
補助金
10.3%

RFDS
収益金
9.3%

首都特別
地域
補助金
0.9%

連邦政府
補助金
11.0%

寄付金
20.0%
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２ 寄付金 

RFDS では、連邦政府からの業務受託料金、連邦政府・州政府からの補助金等に加

え、寄付金の占める割合が20％と大きい。 

寄付金には、国民の一般的な寄付行為と遺言による財産の寄付行為がある。 

遺言による財産の寄付には、全額寄付と一部（任意の割合）寄付があり、個人の

意思により遺言状を作成し寄付を行う。 

なお、遺言による財産寄付は、5年ごとにその意思を確認している。 

さらに、国民からの寄付金は、所得税控除ができるなど税制優遇措置も講じてい

る。 

 

寄付行為をPRするパンフレット 

 

 

３ 企業によるスポンサー・シップ 

    RFDS の活動を支援するため、個人による寄付金のほか、電力会社、銀行､石油会

社などの企業による資金提供や業務提供がされている。 

   支援内容の例としては、次のようなものがある。 

（1）電力会社が希望する顧客に対し、毎月の電力料金請求書に寄付金（２豪ドル又は

５豪ドル）を上乗せ請求し寄付金を徴収する。 

（2）銀行が資産運用を提供する。 

  （3）テレビ局がRFDSのコマーシャルを無料で放映する。 

（4）石油会社が航空燃料の調達資金を提供する。 

（5）広告代理店が大手マスコミ媒体でのコマーシャル枠を提供する。 

（6）各種企業がイベント等を開催し収益金を寄付する。 
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第８節 航空機 

 

   RFDSでは現在、米国ビーチクラフト社製スーパーキング・エアー200C型・Ｂ200Ｃ

型・Ｃ90ｓ型、米国セスナ社製タイタン４0４型、セスナ社製コンカストⅡ型、スイス・

ピラタス社製ＰＣ12ｓの6機種の航空機を使用し業務にあたっている。 

   主力機種として使用しているのが、米国ビーチクラフト社製スーパーキング・エア

ーＢ200Ｃ型機である。 

   スイス・ピラタス社製ＰＣ12ｓを除く機種は、1970 年後半から 1980 年代半ばに導

入したものが多く、現在、機種更新時期を迎えている。 

   また、これまで導入していた米国ビーチクラフト社製スーパーキング・エアーＢ200

Ｃ型機等は多発エンジン機であり、機体購入費や維持経費に多額の経費を必要として

いた。 

   このため、1995年以降の機体更新では、新しい航空機の性能の向上も伴い、単発エ

ンジンの高性能機であるスイス・ピラタス社製ＰＣ12ｓを導入しており、次期主力機

となっている。 

   なお、同型機は単発エンジン機であるため、機体購入費や維持経費は多発エンジン

機に比して安価である。性能面・機体サイズもスーパーキング・エアーＢ200Ｃ型機と

遜色はなく、さらに操縦席にもドアがあるなど取り扱い面でも優れている機体である。 

    

１ 主力航空機 

  （1）米国ビーチクラフト社製スーパーキング・エアーＢ200Ｃ型機 

  

     

ア 発動機 

  カナダ・プラット＆ホイットニーＰＴ6Ａ-42 

  ターボ・プロップエンジン 2機 

    イ 操縦席 
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  操縦士2名分の計器を標準装備しているが、操縦士1名での運行 

ができる。 

 

    ウ 客室 

 

患者2名分のストレッチャーと着座できる患者・同乗する医師・飛行看護

師・警察官、または患者の付添い人用として3名分の座席を配置している。 

 

    エ 搭載医療器具・薬品 

 医療機材電力供給用バッテリー、酸素供給装置、医療用吸引装置、脈波形酸

素飽和度計などの医療用器具、医薬品については、ＮＳＷ州の航空救急機と同

種のものを基地に準備しているが、RFDSでは出動の都度搬送患者の状態に応じ

た必要器具・医薬品を搭載し対応している。 

医療器具、医薬品保管庫（タウンズビル基地） 
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オ 性能 

      

 

 

 

 

 

    カ 寸法 

 

 

 

 

 

    キ オプション 

       客室内の座席配置等は、必要に応じて次のとおり変更することができる。 

    （ア）ストレッチャーを取り外し、9名分の座席を配置 

    （イ）ストレッチャー1台と7名分の座席を配置 

    （ウ）ストレッチャー2台と5名分の座席を配置 

    （エ）新生児用ユニット1台、ストレッチャー1台と5名分の座席を配置 

 

 

  （2）スイス・ピラタス社製ＰＣ12ｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 発動機 

  カナダ・プラット＆ホイットニーＰＴ6Ａ-67B 

  ターボ・プロップエンジン 1機 

 

巡航速度 465km/h 

航続距離 3,444km 

最高高度 10,667m 

燃料消費量 340ｌ/h 

全長 13.36m 

全幅 16.61m 

全高 4.42m 

室内高 1.4m 
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    イ 操縦席 

  操縦士1名での運行ができる。 

      地表面接近警報装置、衝突防止用レーダー警報装置、GPS 航法援助システム

等最新の機器を装備している。 

 

    ウ 客室 

      スーパーキング・エアーＢ200Ｃ型機と同様に、患者2名分のストレッチャー

と着座できる患者・同乗する医師・飛行看護師・警察官、または患者の付添い

人用として3名分の座席を配置している。 

 

    エ 搭載機材 

           衛星電話、その他医療機材電力供給用バッテリー、酸素供給装置、医療用吸

引装置等スーパーキング・エアーＢ200Ｃ型機と同じ機材を搭載している。  

 

    オ 性能 

      

 

 

 

 

 

    カ 寸法 

 

 

 

 

 

    キ オプション 

       客室内の座席配置等は、必要に応じて次のとおり変更することができる。 

    （ア）ストレッチャーを取り外し、8名分の座席を配置 

    （イ）ストレッチャー1台と6名分の座席を配置 

    （ウ）ストレッチャー2台と4名分の座席を配置 

    （エ）新生児用ユニット1台、ストレッチャー1台と4名分の座席を配置 

 

巡航速度 450km/h 

航続距離 3,320km 

最高高度 9,144m 

燃料消費量 230ｌ/h 

全長 14.38m 

全幅 16.08m 

全高 4.26m 

室内高 1.45m 
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第９節 ビジターセンター 

   RFDS では、活動内容を広く市民に理解してもらうために、全豪 10 箇所にビジター

センターを設置している。 

   ここでは、ビデオを使ったRFDSの歴史や活動内容の紹介、ペダル式発電機付無線機

や、メディカル・チェスト、医療器具、現役を引退した航空機などを展示するととも

に、アウトバック・ショップという関連商品の販売コーナーを設け、RFDSの広報活動

を実施している。 

   QLD 州ケアンズ基地に併設しているビジターセンターは 1988 年に開設され、2002

年6月までに329,717人が来場した。 

   ビジターセンターの入場料金や販売コーナーでの収益金は、すべてRFDSの活動資金

に組み込んでいる。 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ケアンズビジターセンター  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書籍､衣類、ロゴマーク入りグッズなど 110品目にのぼる商品を販売している 
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